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発
熱
外
来
で
は
手
術
用
手
袋
、
マ
ス
ク
は

一
回
、
一
回
使
い
捨
て
。
手
作
り
の
フ
ェ
イ

ス
シ
ー
ル
ド
、
感
染
予
防
ガ
ウ
ン
の
着
用
で

緊
張
し
た
仕
事
を
強
い
ら
れ
て
い
る
。
フ
ェ

イ
ス
シ
ー
ル
ド
は
使
用
後
に
消
毒
再
利
用
。

ガ
ウ
ン
は
車
中
、
二
ｍ
離
れ
た
問
診
で
コ
ロ

ナ
感
染
が
強
く
疑
わ
れ
る
と
き
は
着
用
、
供

給
が
な
い
の
で
半
日
使
用
と
な
っ
て
い
る
。

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
備
え
ず
、
か
つ
、
現
場
を

知
る
こ
と
な
く
、
政
治
の
責
任
で
あ
る
国
民

の
い
の
ち
・
生
活
を
守
る
こ
と
を
放
棄
し
た

安
倍
内
閣
は
や
め
さ
す
以
外
に
な
い
。 

 

       

今
、
日
本
に
は
緊
急
事
態
宣
言
が
二
つ
だ

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
振
り
返
り
た
い
。
コ
ロ

ナ
感
染
に
よ
る
四
月
一
七
日
に
出
さ
れ
た

緊
急
事
態
宣
言
、
そ
し
て
二
〇
一
一
年
三
月

一
一
日
に
出
さ
れ
た
原
子
力
緊
急
事
態
宣

言
だ
。
コ
ロ
ナ
感
染
に
よ
る
も
の
は
五
月
四

日
に
五
月
末
日
ま
で
延
長
さ
れ
る
こ
と
が

決
め
ら
れ
た
。
原
子
力
緊
急
事
態
宣
言
に
対

す
る
政
府
の
見
解
は
「
終
息
は
予
測
で
き
な

い
」
で
あ
る
。 

＊ 
 
 

＊ 
 
 

＊ 

 

四
月
一
七
日
、
ア
メ
リ
カ
の
Ｃ
Ｎ
Ｎ
ニ
ュ

ー
ス
に
核
戦
争
防
止
国
際
医
師
会
議
の
共

同
代
表
三
人
が
見
解
を
表
明
し
た
。
概
略
は

以
下
の
通
り
。 

 

こ
の
よ
う
な
コ
ロ
ナ
・
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が

起
こ
り
え
る
こ
と
は
世
界
中
の
医
学
者
が

警
告
し
て
き
た
。
し
か
し
、
ト
ラ
ン
プ
大
統

領
は
二
〇
一
八
年
、
国
家
安
全
保
障
理
事
会
、

国
土
安
全
保
障
省
内
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
対

処
部
門
を
な
く
し
、
流
行
を
封
じ
込
め
る
た

め
の
決
定
的
な
行
動
を
と
る
こ
と
が
で
き

な
く
な
っ
た
。 
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「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ

ル
ス
に
よ
る
騒
動
は
私

達
の
生
活
に
何
を
も
た 

ら
す
か
？
」
メ
デ
ィ
ア
で
は
様
々
な
識
者
が
述

べ
て
い
て
大
変
興
味
深
い
。
そ
れ
ら
の
論
考
と
は

別
に
、
蟄
居
に
も
等
し
い
生
活
を
送
る
私
達
の
素

朴
な
感
慨
も
大
切
な
気
が
す
る
▼
平
日
に
も
拘

わ
ら
ず
団
地
周
辺
は
親
子
や
夫
婦
の
ジ
ョ
ギ
ン

グ
姿
が
目
立
つ
。
連
休
中
の
粗
大
ご
み
置
き
場
の

山
に
、
や
る
こ
と
な
い
か
ら
家
の
中
を
片
付
け
た

の
か
と
納
得
。
登
園
自
粛
の
た
め
預
か
っ
た
孫
を

連
れ
て
近
く
の
公
園
や
海
辺
を
散
歩
す
る
と
、
新

鮮
な
光
景
に
出
会
っ
て
満
足
感
タ
ッ
プ
リ
。
苗
木

を
買
い
に
行
っ
た
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
で
園
芸
品

売
り
場
の
繁
盛
ぶ
り
に
ビ
ッ
ク
リ
と
、
枚
挙
に
暇

が
な
い
▼
三
密
を
避
け
よ
う
と
外
出
自
粛
に
な

っ
た
反
映
で
、
経
済
活
動
の
停
滞
、
Ｄ
Ｖ
の
増
加

な
ど
の
マ
イ
ナ
ス
効
果
は
あ
る
も
の
の
、
家
庭
や

家
族
の
役
割
が
再
認
識
さ
れ
て
い
る
。
近
年
切
り

捨
て
ら
れ
が
ち
だ
っ
た
医
療
・
介
護
、
教
育
・
保

育
な
ど
の
社
会
の
中
で
の
役
割
も
再
認
識
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
分
野
は
地
方
自
治
体
の
役
割

と
責
任
を
よ
り
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
せ
る
▼
一

方
で
市
民
に
よ
る
社
会
活
動
が
縮
小
し
て
い
る

間
に
、
政
権
に
よ
る
火
事
場
泥
棒
的
な
策
動
も
目

立
つ
。
家
族
や
地
域
の
絆
を
再
認
識
し
た
我
々

は
、
こ
れ
ら
の
動
き
に
対
し
て
断
固
と
し
た
実
践

で
応
え
よ
う
。
（
Ｉ
記
） 

① 全人類共通の課題として核戦争防止、核兵器廃絶の実現を求める 

② 国是とされる非核三原則（つくらず、もたず、もちこませず）を厳守する 

③ 日本の核戦場化へのすべての措置を阻止する 

④ 国家補償による被爆者援護法を制定する 

⑤ 原水爆禁止世界大会のこれまでの合意にもとづいて国際連帯を強化する 

核兵器禁止条約の署名は 81か国、批准は 36か国（5月 15日現在） 

5面  ＜独標＞ 

     霜月               山口修治 

    編集室より       

６面  絵手紙コーナー（１００回特集）       

        

花
鳥
風
月 

2020 年現在の終末時計は「100 秒前」 

（写真は BBCニュースより） 
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グ
ロ
ー
バ
ル
な
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を
引
き

起
こ
す
可
能
性
の
あ
る
新
し
い
病
原
体
の

出
現
は
防
ぐ
こ
と
は
不
可
能
だ
が
、
出
現
し

た
場
合
の
適
切
な
対
応
を
準
備
す
る
こ
と

は
可
能
だ
。
そ
う
し
な
か
っ
た
世
界
は
ひ
ど

い
対
価
を
払
っ
て
い
る
教
訓
か
ら
学
ぶ
必

要
が
あ
る
。
「
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
（
私

の
意
訳
）
」
だ
。 

 

地
球
温
暖
化
、
大
気
汚
染
問
題
は
二
〇
一

五
年
パ
リ
協
定
に
よ
り
、
子
供
た
ち
が
地
球

に
住
み
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
道

筋
を
つ
け
た
。
ま
た
、
世
界
の
元
政
治
家
、

ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
者
は
核
戦
争
に
至
る
危

険
に
つ
い
て
警
告
し
て
き
た
。
共
同
代
表
の

一
人
、
ヘ
ル
フ
ァ
ン
ド
は
イ
ン
ド
・
パ
キ
ス

タ
ン
間
の
局
地
核
戦
争
で
五
〇
〇
〇
万
～

一
億
二
五
〇
〇
万
人
が
亡
く
な
り
、
北
半
球

を
中
心
と
し
た
気
温
低
下
に
よ
る
農
業
生

産
減
少
に
よ
り
、
世
界
的
な
飢
餓
が
起
こ
る

と
し
た
。 

 

今
年
の
終
末
時
計
は
地
球
滅
亡
ま
で
一

〇
〇
秒
と
し
た
。
米
ロ
の
核
戦
争
は
数
億
の

人
を
瞬
時
に
亡
く
し
、
核
の
冬
を
も
た
ら
し
、

地
球
滅
亡
に
つ
な
が
る
。
二
〇
一
七
年
、
核

兵
器
禁
止
条
約
が
制
定
さ
れ
た
が
、
核
保
有

国
は
小
型
核
兵
器
の
開
発
と
使
用
を
目
指

し
て
い
る
。 

 

我
々
は
新
し
い
病
原
体
に
備
え
る
こ
と

は
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
出
現
を
防
止

す
る
こ
と
は
む
つ
か
し
い
。
し
か
し
、
差
し

迫
っ
て
い
る
地
球
温
暖
化
、
核
戦
争
は
防
止

す
る
こ
と
は
で
き
る
。
核
兵
器
禁
止
条
約
の

発
効
に
向
け
て
運
動
を
進
め
よ
う
。 

 
 
 

＊ 
 
 

＊ 
 
 

＊ 

今
こ
そ
、
ト
ラ
ン
プ
に
つ
な
が
る
安
倍
政

権
を
打
倒
し
て
、
子
供
た
ち
に
安
心
、
安
全

の
地
球
を
引
き
継
ぐ
た
め
に
核
兵
器
禁
止

条
約
を
批
准
、
地
球
温
暖
化
に
目
標
を
も
っ

て
取
り
組
む
、
い
の
ち
と
生
活
を
ま
も
る
野

党
政
権
の
実
現
を
目
指
し
た
い
。 

（
核
戦
争
を
防
止
す
る
石
川
医
師
の
会
世

話
人
） 

                  

  

   

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
が
世
界
的

に
ひ
ろ
が
る
な
か
、
四
月
二
五
日
、
オ
ン
ラ

イ
ン
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
が
「
核
兵
器
廃

絶
、
気
候
危
機
の
阻
止
と
反
転
、
社
会
的
経

済
的
正
義
の
た
め
に
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
大
会
を
呼
び
か
け
た
の
は
、
ノ

ー
ベ
ル
平
和
賞
を
受
賞
し
た
国
際
平
和
ビ

ュ
ー
ロ
ー
、
核
戦
争
防
止
国
際
医
師
会
議
の

ほ
か
、
日
本
被
団
協
、
日
本
原
水
協
、
原
水 

 

     

禁
国
民
会
議
な
ど
の
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
で
す
。 

大
会
で
の
主
な
発
言
を
紹
介
し
ま
す
。 

生
き
て
い
て
よ
か
っ
た 

核
兵
器
禁
止
条
約
の
採
択 

日
本
原
水
爆
被
害
者
団
体
協
議
会 

   

事
務
局
次
長 

  

和
田
征
子 

私
は
長
崎
で
一
歳
一
〇
か
月
の
時
に
、
爆

心
地
か
ら
二
・
九
㎞
の
家
の
中
で
被
爆
し
ま

し
た
。
き
の
こ
雲
の
下
に
い
て
生
き
る
こ
と

が
で
き
た
一
番
若
い
被
爆
者
の
一
人
で
す
。 

被
爆
者
は
平
均
年
齢
八
三
歳
と
な
り
、
そ

の
苦
し
み
は
、
今
な
お
続
い
て
い
ま
す
。
被

爆
者
は
一
九
五
六
年
に
日
本
被
団
協
を
結

成
し
、
核
兵
器
の
な
い
世
界
を
願
い
歩
ん
で

き
ま
し
た
。
被
爆
者
は
核
兵
器
を
使
用
し
た

者
に
対
し
て
報
復
を
願
っ
た
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。
仮
に
三
度
も
核
兵
器
が
使
わ
れ
る

こ
と
に
な
れ
ば
、
そ
の
結
果
を
喜
ん
で
見
届

け
る
者
は
、
誰
も
い
な
い
、
と
被
爆
者
は
知

っ
て
い
る
か
ら
で
す
。 

二
〇
一
七
年
の
核
兵
器
禁
止
条
約
の
採

択
に
被
爆
者
は
生
き
て
い
て
よ
か
っ
た
と

心
か
ら
喜
び
合
い
ま
し
た
。
禁
止
条
約
の
発

効
と
核
兵
器
の
な
い
世
界
を
め
ざ
し
て
、
皆

さ
ん
と
歩
ん
で
い
き
ま
す
。 

オ
ン
ラ
イ
ン
原
水
禁
世
界
大
会
Ｎ
Ｙ
を
開
催 

核
兵
器
廃
絶
、
気
候
危
機
阻
止
、
社
会
的
正
義
を 

生中継されたオンライン世界会議ＮＹ 

2020年原水爆禁止世界大会はオンラインで開催 

8月 2日国際会議、6日広島デー大会、9日長崎デー大会 

広島に原爆投下された 8月 6日午前 8時 15分の黙祷を起点に、

長崎に原爆投下された 9日午前 11 時 2分の黙祷を集結として開

催されます。 

 大会と連帯して全世界で核兵器廃絶を共通の目標とし、地球の

自転に合わせて実情に合った創意的な草の根の行動をつなぐ被

爆 75年「平和の波」行動が提案されています。 

 詳細は本紙次号に掲載します。 
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被
爆
国
日
本
を 

禁
止
条
約
発
効
の
先
頭
に 

原
水
爆
禁
止
日
本
協
議
会 

  

代
表
理
事 

 

高
草
木
博 

国
連
の
グ
テ
ー
レ
ス
事
務
総
長
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
世
界
的
蔓
延
の
中
で
、

三
月
二
三
日
、
世
界
の
す
べ
て
の
紛
争
当
事

者
に
た
だ
ち
に
戦
闘
を
止
め
、
世
界
を
荒
廃

さ
せ
て
い
る
疾
病
と
た
た
か
う
よ
う
よ
び

か
け
ま
し
た
。
私
た
ち
も
核
保
有
国
や
核
に

依
存
す
る
国
々
の
政
府
に
、
国
際
紛
争
で
の

武
力
行
使
や
威
嚇
を
や
め
、
そ
の
す
べ
て
の

資
源
を
人
類
と
地
球
を
守
る
た
め
に
、
平
和
、

気
候
変
動
の
停
止
、
格
差
の
解
消
、
福
祉
や

医
療
、
教
育
の
充
実
の
た
め
に
使
う
よ
う
要

求
し
ま
し
ょ
う
。 

来
年
四
月
に
延
期
さ
れ
た
核
不
拡
散
条

約
（
Ｎ
Ｐ
Ｔ
）
再
検
討
会
議
に
向
け
て
変
化

を
生
み
だ
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
私
た

ち
も
唯
一
の
戦
争
被
爆
国
で
あ
り
、
戦
争
と

武
力
の
放
棄
を
憲
法
の
原
則
と
す
る
日
本

を
核
兵
器
禁
止
条
約
発
効
の
先
頭
に
立
つ

国
に
変
え
よ
う
と
決
意
し
て
い
ま
す
。 

今
年
八
月
、
被
爆
七
五
周
年
を
迎
え
ま
す
。

現
在
の
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
の
下
で
も
、
運

動
の
火
を
燃
や
し
、
広
げ
る
た
め
、
八
月
六

日
と
九
日
、
二
〇
二
〇
世
界
大
会
を
オ
ン
ラ

イ
ン
会
議
で
開
催
す
る
こ
と
を
決
定
し
ま

し
た
。
粘
り
強
く
、
創
意
的
に
行
動
を
続
け

ま
し
ょ
う
。 

核
兵
器
禁
止
条
約
は 

発
効
前
か
ら
効
果
を
発
揮 

核
戦
争
防
止
国
際
医
師
会
議 

ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
担
当
副
会
長 

カ
ル
ロ
ス
・
ウ
マ
ー
ニ
ャ
ー 

（
コ
ス
タ
リ
カ
） 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
世
界
的
感
染

爆
発
か
ら
社
会
が
学
ぶ
教
訓
は
、
科
学
を
無

視
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
医

療
関
係
者
は
何
十
年
に
も
わ
た
り
、
核
爆
発

の
人
間
へ
の
影
響
を
説
明
し
、
現
存
す
る
核

兵
器
の
危
険
を
指
摘
し
て
き
ま
し
た
。 

核
兵
器
禁
止
条
約
は
集
団
的
な
力
の
発

揮
の
産
物
で
す
。
禁
止
を
通
じ
て
核
兵
器
に

悪
の
烙
印
を
押
す
こ
と
を
め
ざ
し
、
発
効
す

る
前
か
ら
効
果
を
発
揮
し
始
め
て
い
ま
す
。

核
軍
縮
、
核
兵
器
の
禁
止
へ
と
進
む
こ
と
が

緊
急
に
必
要
で
す
。 

 

「
共
通
の
安
全
保
障
」
の
復
活
を 

 

平
和
・
軍
縮
・
共
通
安
全
保
障
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
代
表 

 
 
 

ジ
ョ
セ
フ
・
ガ
ー
ソ
ン
（
ア
メ
リ
カ
） 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に

よ
り
、
世
界
中
で
人
々
は
自
国
政
府
に
対
し

必
死
に
医
療
と
財
政
的
支
援
を
求
め
て
い

ま
す
。
か
く
し
て
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
は
多
く
の

国
々
で
、
国
家
権
力
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を

強
め
て
い
ま
す
。
ま
た
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
は
、

私
た
ち
が
一
つ
の
そ
し
て
相
互
依
存
し
た

生
物
種
で
あ
る
こ
と
、
軍
事
第
一
主
義
と
外

国
人
排
斥
政
策
が
私
た
ち
の
安
全
と
生
存

を
脅
か
し
て
い
る
こ
と
を
教
え
て
い
ま
す
。

現
在
は
「
共
通
の
安
全
保
障
」
の
概
念
を
復

活
さ
せ
る
時
で
す
。 

 

今
日
、
共
通
の
安
全
保
障
を
め
ざ
す
外
交

は
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
治
療
法
と
ワ
ク
チ
ン

の
開
発
・
普
及
の
協
力
、
大
国
間
の
緊
張
緩

和
、
核
兵
器
の
廃
絶
、
グ
テ
ー
レ
ス
国
連
事

務
総
長
の
グ
ロ
ー
バ
ル
停
戦
呼
び
か
け
の

支
持
、
持
続
可
能
な
地
球
気
候
、
経
済
的
社

会
的
正
義
の
実
現
に
、
緊
急
に
焦
点
を
当
て

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

  

変
革
を
求
め
る
勢
力
の
結
集
を 

 

国
際
平
和
ビ
ュ
ー
ロ
ー
共
同
代
表 

ラ
イ
ナ
ー
・
ブ
ラ
ウ
ン
（
ド
イ
ツ
） 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
世
界
を
変
え

ま
し
た
。
た
だ
、
変
わ
っ
て
い
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
コ
ロ
ナ
で
毎
日
死
者
が
出
て
も
、

自
国
の
核
兵
器
の
最
新
鋭
化
や
開
発
を
や

め
る
と
い
う
核
兵
器
国
は
、
ひ
と
つ
も
あ
り

ま
せ
ん
。
非
常
に
困
難
な
状
況
下
で
も
こ
う

し
た
問
題
を
語
り
、
人
類
の
た
め
に
声
を
あ

げ
て
い
る
の
は
、
世
界
の
平
和
運
動
・
社
会

運
動
だ
け
で
す
。
世
界
規
模
の
共
同
行
動
が

必
要
で
す
。 

私
た
ち
国
際
平
和
ビ
ュ
ー
ロ
ー
は
以
下

の
こ
と
に
力
を
尽
く
し
ま
す
。 

①
核
兵
器
の
な
い
世
界
と
す
べ
て
の
国 

に
よ
る
核
兵
器
禁
止
条
約
の
即
時
批
准 

②
現
在
軍
事
に
費
や
さ
れ
て
い
る
一
・
八

兆
ド
ル
を
世
界
規
模
の
医
療
制
度
構
築
の

た
め
の
予
算
に
ま
わ
す
こ
と
。
戦
車
や
戦
闘

機
で
は
な
く
、
ベ
ッ
ド
や
医
療
用
マ
ス
ク
、

人
工
呼
吸
器
を
！
持
続
可
能
な
開
発
目
標

の
達
成
に
は
、
年
間
三
〇
〇
〇
億
ド
ル
が
必

要
で
あ
る
。 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
大
規
模
感
染

が
も
た
ら
す
経
済
と
環
境
の
危
機
を
乗
り

越
え
る
に
は
、
変
革
を
求
め
る
勢
力
を
結
集

す
る
以
外
に
あ
り
ま
せ
ん
。 

  

秋
の
国
連
総
会
で
署
名
を 

受
け
取
り
ま
す 

国
連
軍
縮
担
当
上
級
代
表 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

中
満 

泉 

 

核
兵
器
の
廃
絶
は
国
連
の
最
優
先
事
項

で
あ
り
、
毎
回
、
署
名
を
受
け
取
る
た
び
に
、

そ
れ
は
私
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
に
な
っ
て
い

ま
す
。
「
ヒ
バ
ク
シ
ャ
国
際
署
名
」
は
核
軍

縮
の
有
効
性
が
ひ
ろ
が
っ
て
い
る
こ
と
を

気
づ
か
せ
て
く
れ
る
大
事
な
も
の
で
す
。
そ

れ
が
私
を
核
兵
器
廃
絶
と
い
う
こ
の
困
難

な
仕
事
に
立
ち
向
か
い
続
け
さ
せ
て
い
ま

す
。
今
日
は
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ-

19
の
も
と
で
署

名
を
受
け
取
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
秋

の
国
連
総
会
で
は
ぜ
ひ
受
け
取
り
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。 

（「
原
水
協
通
信
」
二
〇
二
〇
年
五
月
号
よ
り
） 
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こ
の
件
に
つ
い
て
私
は
以
下
の
よ
う
に

考
え
ま
す
。 

①
ま
ず
〝
新
型
〟
と
は
、
免
疫
の
あ
る
人

間
が
い
な
い
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。
つ
ま
り

全
て
の
人
々
に
感
染
の
恐
れ
が
あ
る
の
で

す
。
人
為
的
な
措
置
に
よ
っ
て
数
字
の
上
で

見
か
け
の
結
果
を
短
期
的
に
出
し
た
と
し

て
も
、
人
間
の
諸
活
動
が
再
開
す
れ
ば
、
感

染
は
必
ず
再
燃
す
る
と
考
え
ね
ば
な
り
ま

せ
ん
。 

②
そ
も
そ
も
ウ
イ
ル
ス
は
、
感
染
症
を
起

こ
す
病
原
体
で
、
太
古
か
ら
自
然
界
に
存
在

す
る
微
生
物
（
非
生
物
と
も
）
の
一
種
で
す
。

病
原
体
微
生
物
に
は
真
菌
（
か
び
）
、
細
菌

な
ど
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
ウ
イ
ル
ス
は
最
小

で
す
。
細
菌
は
自
力
で
複
製
し
て
子
孫
を
残

す
能
力
が
あ
り
ま
す
が
、
ウ
イ
ル
ス
は
他
の

生
物
の
細
胞
に
感
染
・
寄
生
す
る
こ
と
で
し

か
、
子
孫
を
残
せ
ま
せ
ん
。 

ウ
イ
ル
ス
は
住
み
着
い
て
い
る
動
物
の

中
で
は
共
存
関
係
に
あ
る
だ
け
な
の
で
す

が
、
増
殖
と
変
異
を
繰
り
返
す
う
ち
に
偶
然

に
ヒ
ト
の
細
胞
の
形
に
適
合
し
て
（
鍵
が
合 

っ
て
し
ま
っ
て
）、
ヒ
ト
に
入
り
込
ん
で
増 

      殖
し
、
暴
れ
ま
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。 

ヒ
ト
の
免
疫
力
が
優
れ
ば
、
ウ
イ
ル
ス
は

抑
圧
さ
れ
た
り
、
排
除
さ
れ
ま
す
。 

ウ
イ
ル
ス
は
常
に
変
異
し
、
ヒ
ト
が
免
疫

を
持
た
な
い
新
た
な
も
の
が
今
後
も
出
現

し
続
け
る
も
の
で
す
。 

抗
生
物
質
は
ウ
イ
ル
ス
に
は
効
き
目
は

あ
り
ま
せ
ん
。 

③
隔
離
、
閉
鎖
、
中
止
な
ど
の
対
応
は
適

切
で
す
が
、
感
染
か
ら
完
全
に
逃
れ
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
感
染
ス
ピ
ー
ド
を

抑
え
る
こ
と
は
必
要
で
す
。
そ
れ
は
感
染
者

数
の
グ
ラ
フ
の
カ
ー
ブ
を
な
だ
ら
か
に
し
、

ピ
ー
ク
時
の
患
者
数
を
少
な
く
し
ま
す
。
医

療
シ
ス
テ
ム
の
崩
壊
を
防
ぎ
、
治
療
薬
や
ワ

ク
チ
ン
を
手
に
す
る
ま
で
の
〝
時
間
を
か

せ
ぐ
〟
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。 

④
感
染
の
終
息
と
は
、
十
分
な
人
数
が
免

疫
を
持
ち
、
有
効
な
治
療
法
が
確
立
す
る
こ

と
で
す
。
即
ち
人
口
の
七
〇
〜
八
〇
％
が
免

疫
を
も
つ
状
態
と
な
っ
て
〝
集
団
免
疫
〟

が
獲
得
さ
れ
る
こ
と
で
す
。
そ
れ
に
は
相
当

な
時
間
が
必
要
で
す
。 

そ
し
て
終
息
の
た
め
に
は
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査 

と
同
時
に
〝
抗
体
検
査
〟
が
必
要
で
す
。
こ

れ
に
よ
り
各
々
の
危
険
性
に
応
じ
た
対
応

が
可
能
と
な
っ
て
き
ま
す
。 

 

⑤
不
明
だ
ら
け
の
こ
の
ウ
イ
ル
ス
に
つ

い
て
今
、
情
報
が
錯
綜
し
て
い
ま
す
。
自
粛

率
、
感
染
率
、
実
効
再
生
産
数
、
重
症
化
率
、

治
療
薬
、
「
新
し
い
生
活
様
式
」
な
ど
多
岐

に
わ
た
り
ま
す
が
、
特
に
検
査
に
関
し
て
指

摘
し
ま
す
。 

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
は
、
ウ
イ
ル
ス
特
有
の
遺
伝

子
配
列
を
専
用
の
装
置
で
増
幅
し
て
検
出

す
る
も
の
で
す
。
元
々
時
間
が
か
か
る
の
で

す
が
、
精
度
は
割
に
高
い
よ
う
で
す
。 

抗
原
検
査
は
、
ウ
イ
ル
ス
特
有
の
タ
ン
パ

ク
質
（
抗
原
）
に
く
っ
つ
く
物
質
を
使
っ
て

そ
の
存
在
を
調
べ
る
も
の
で
、
医
療
現
場
で

一
五
分
ほ
ど
で
可
能
で
す
が
、
精
度
に
や
や

問
題
が
あ
る
よ
う
で
す
。 

抗
体
検
査
は
、
感
染
後
に
免
疫
が
反
応
し

て
で
き
る
抗
体
を
探
す
も
の
で
す
。
ウ
イ
ル

ス
が
体
内
で
排
除
ま
た
は
抑
圧
さ
れ
て
い

る
か
ど
う
か
を
調
べ
る
も
の
で
す
。 

ウ
イ
ル
ス
発
見
の
た
め
な
ら
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
や
抗
原
検
査
。
抗
体
検
査
は
今
後
の
集
団

免
疫
の
獲
得
判
定
や
各
人
の
危
険
度
に
応

じ
た
政
策
的
対
応
の
た
め
に
使
わ
れ
る
も

の
の
よ
う
で
す
。 

何
れ
に
せ
よ
、
情
報
錯
綜
に
よ
る
混
乱
に

陥
ら
ぬ
よ
う
、
眼
力
が
必
要
で
す
。 

（「
う
た
ご
え
新
聞
」
五
月
一
一
日
号
補
筆
） 

非
核
石
川
の
会
リ
レ
ー
エ
ッ
セ
ー 

美
し
い
桜
を
見
な
が
ら 新

後 

ゆ
き
子 

  

四
月
の
あ
る
日
に
、
高
校
時
代
の
仲
良
し

が
「
桜
を
見
に
行
か
な
い
か
！
」
と
誘
っ
て

く
れ
ま
し
た
。 

二
〇
一
七
年
九
月
二
二
日
を
境
に
、
私
は

く
も
膜
下
出
血
の
病
名
が
つ
き
ま
し
た
。
車

に
も
乗
れ
ず
、
右
半
身
不
随
の
不
自
由
な
身

で
あ
り
、
一
人
で
歩
く
こ
と
も
な
く
な
り
ま

し
た
。
そ
ん
な
私
に
「
桜
が
き
れ
い
だ
か
ら
、

見
に
行
か
な
い
！
」
と
誘
っ
て
く
だ
さ
る
人

が
い
ま
し
た
。
心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。 

ど
こ
に
行
く
の
か
。
と
に
か
く
任
せ
る
こ

と
に
し
て
、
出
か
け
る
準
備
を
し
ま
し
た
。

朝
、
九
時
に
迎
え
に
来
て
く
れ
ま
し
た
。
お

天
気
に
も
恵
ま
れ
て
、
美
し
い
桜
を
眺
め
る

旅
。
高
校
の
仲
良
し
と
は
言
え
、
高
校
を
出

て
か
ら
五
三
年
と
言
う
時
間
が
経
っ
て
い

ま
す
。
同
級
生
で
あ
る
し
、
同
じ
年
と
は
言

え
、
私
に
と
っ
て
は
お
姉
さ
ん
み
た
い
な
人

な
の
で
す
。
そ
の
日
も
コ
ー
ヒ
ー
を
持
参
し
、

車
で
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
な
が
ら
、
桜
を
眺
め

て
、
思
い
出
話
し
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。 

 
 
 

＊ 
 
 

＊ 
 
 

＊ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
毎
日
、
人
々
の

命
が
奪
わ
れ
て
い
ま
す
。
私
達
の
知
恵
で
出

来
る
こ
と
は
な
い
の
か
。
自
分
の
手
を
洗
い
、

清
潔
を
保
つ
こ
と
以
外
に
な
い
の
か
。
新
型

【
投
稿
】 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
を
ど
う
考
え
れ
ば
よ
い
か 

金
沢
紫
金
草
合
唱
団
団
長
・
中
村
昭
一 
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コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
に
負
け
な
い
よ

う
に
願
う
ば
か
り
で
す
。 

世
界
最
大
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
数
を
持
つ
ア
メ
リ
カ
は
、
核
兵
器
の
国

で
、
医
療
な
ど
に
使
う
お
金
よ
り
、
核
兵
器

に
た
く
さ
ん
お
金
を
使
う
国
だ
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
に
よ
る
と
、「
国

際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
試
算
で
は
、
ア
メ
リ
カ
の
核
兵

器
支
出
額
が
一
年
分
だ
け
で
、
集
中
治
療
室

の
ベ
ッ
ト
三
〇
万
、
人
工
呼
吸
器
三
万
五
千

を
導
入
し
、
二
二
万
を
超
え
る
医
師
や
看
護

師
さ
ん
の
賃
金
を
賄
え
る
そ
う
で
す
。
」
こ

れ
だ
け
あ
れ
ば
、
ど
れ
ほ
ど
の
人
命
が
救
え

る
で
し
ょ
う
か
。 

こ
れ
か
ら
長
い
時
間
が
か
か
る
だ
ろ
う

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
。
小
さ
い
桜
が
い
っ

ぱ
い
の
空
を
見
上
げ
れ
ば
、
美
し
い
桜
が
微

笑
ん
で
い
ま
し
た
。
核
兵
器
を
な
く
す
る
運

動
も
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
日
本
政
府
に
核

兵
器
禁
止
条
約
を
締
結
さ
せ
ま
し
ょ
う
。 

（
編
集
室
よ
り
） 

 

新
後
ゆ
き
子
さ
ん
の
会
員
エ
ッ
セ
ー
は

パ
ソ
コ
ン
で
作
成
し
、
郵
送
で
届
き
ま
し
た
。

本
文
に
も
書
か
れ
て
い
ま
す
が
、
新
後
さ
ん

は
二
〇
一
七
年
九
月
に
く
も
膜
下
出
血
を

発
症
し
、
右
半
身
不
随
の
後
遺
症
が
あ
り
ま

す
。
封
書
の
宛
名
書
き
に
は
利
き
腕
で
は
な

い
左
手
で
書
か
れ
た
苦
労
の
跡
が
窺
わ
れ

ま
し
た
。
ご
寄
稿
に
感
謝
致
し
ま
す
。
編
集

部
か
ら
も
「
エ
ー
ル
」
を
送
り
ま
す
。（
か
） 

詩
人
会
議
か
な
ざ
わ
「
独
標
」
よ
り 

霜 

月 

山
口
修
治 

 

重
い
病
い
と
は
聞
い
て
は
い
た
の
だ
け
れ
ど 

去
年
の
霜
月
に 

あ
な
た
は
突
然 

旅
立
っ
て
し
ま
っ
た 

 

出
会
っ
て
三
十
五
年
あ
ま
り 

あ
な
た
は 

な
ん
と
静
か
で 

穏
や
か
で 

な
ん
と
一
途
で 

献
身
的
だ
っ
た
こ
と
か 

 
病
気
の
方
に
や
さ
し
く
声
を
か
け 

健
康
づ
く
り
の
た
め
に
地
域
を
訪
ね 

生
活
困
難
な
方
を
支
え 

そ
ん
な
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
な
っ
て 

制
度
改
善
の
取
り
組
み
も
し
て
い
ま
し
た
ね 

 

あ
な
た
と 

元
旦
継
走
マ
ラ
ソ
ン
を
共
に
走
り 

政
治
革
新
に
も
汗
し
ま
し
た
ね 

橋
の
た
も
と
の
選
挙
事
務
所 

夜
遅
く
ま
で
の
打
ち
合
わ
せ 

忘
れ
ま
せ
ん 

 

兄
と
慕
っ
て
い
た
あ
な
た
が 

旅
立
っ
て
し
ま
い 

霜
月
に
な
る
と 

め
そ
め
そ
す
る
自
分
が
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん 

そ
の
時
は 

そ
ち
ら
か
ら 

じ
じ
い
が
泣
く
な 

と 

言
っ
て
く
だ
さ
い 

 

で
も 

あ
な
た
は 

泣
き
た
い
だ
け
泣
け
ば
よ
い 

と 

笑
っ
て 

き
っ
と
言
う
で
し
ょ
う
ね 

編
集
室
よ
り 

◎
五
月
一
五
日
法
務
省
に
提
出
さ
れ
た
「
東

京
高
検
検
事
長
の
定
年
延
長
に
つ
い
て
の

元
検
察
官
有
志
に
よ
る
意
見
書
」
の
全
文
を

読
む
こ
と
が
で
き
た
。
松
尾
邦
弘
元
検
事
総

長
ら
一
四
氏
が
現
在
国
会
で
審
議
中
の
検

察
庁
法
改
正
案
に
つ
い
て
反
対
す
る
「
意
見

書
」
を
法
務
大
臣
宛
に
提
出
し
た
こ
と
は
極

め
て
異
例
な
こ
と
だ
。
「
意
見
書
要
旨
」
で

は
伝
わ
ら
な
い
元
検
察
官
の
具
体
的
で
人

間
味
あ
ふ
れ
る
意
見
書
に
熱
い
思
い
を
共

有
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
検
察
幹
部
の
定
年

延
長
規
定
の
撤
回
を
求
め
「
聞
き
入
れ
な
け

れ
ば
与
野
党
を
超
え
、
法
曹
人
、
心
あ
る
国

民
す
べ
て
が
こ
の
検
察
庁
法
改
正
案
に
断

固
反
対
の
声
を
上
げ
て
こ
れ
を
阻
止
す
る

行
動
に
で
る
こ
と
を
期
待
し
て
や
ま
な
い
」

と
。
意
見
書
の
「
正
し
い
こ
と
が
正
し
く
行

わ
れ
る
国
家
社
会
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
」

は
そ
の
通
り
と
共
鳴
し
た
。 

▼
台
湾
、
韓
国
、
ド
イ
ツ
の
コ
ロ
ナ
対
策
が

成
功
例
と
し
て
報
道
さ
れ
て
い
る
が
、
北
陸

中
日
新
聞
五
月
一
一
日
の
中
南
米
コ
ス
タ

リ
カ
の
感
染
拡
大
抑
止
の
成
功
記
事
に
注

目
を
し
た
。
五
月
九
日
現
在
、
感
染
者
七
八

〇
人
、
死
者
六
人
。
初
の
感
染
者
が
確
認
さ

れ
た
三
月
六
日
直
後
に
イ
ベ
ン
ト
禁
止
、
テ

レ
ワ
ー
ク
の
推
奨
、
一
六
日
に
は
緊
急
事
態

を
宣
言
。
国
境
封
鎖
、
休
校
措
置
を
行
い
、

外
出
自
粛
要
請
を
守
り
八
割
以
上
減
少
し

た
。
コ
ス
タ
リ
カ
は
社
会
保
障
が
充
実
し
て

い
る
が
保
険
未
加
入
者
に
も
感
染
検
査
が

実
施
さ
れ
た
。
「
我
々
の
最
良
の
ワ
ク
チ
ン

は
、
規
律
正
し
く
教
育
の
あ
る
国
民
と
強
固

な
保
険
制
度
だ
。
軍
に
投
資
せ
ず
保
健
、
年

金
、
教
育
に
多
く
を
使
っ
て
き
た
こ
と
が
非

常
に
重
要
だ
っ
た
」
と
コ
ス
タ
リ
カ
大
学
の

元
医
学
部
長
の
言
葉
を
紹
介
し
て
い
る
。
四

月
二
六
日
Ｎ
Ｈ
Ｋ
・
Ｂ
Ｓ
放
送
「
世
界
ふ
れ

あ
い
街
歩
き
」
は
コ
ス
タ
リ
カ
の
首
都
サ

ン
・
ホ
セ
だ
っ
た
。
そ
の
中
で
「
な
ぜ
こ
の

町
の
人
は
明
る
く
朗
か
な
ん
で
す
か
」
の
問

い
に
「
幼
少
の
こ
ろ
か
ら
教
育
が
大
事
に
さ

れ
て
お
り
、
平
等
で
差
別
が
な
い
か
ら
人
を

妬
ん
だ
り
し
な
い
ん
だ
。
警
官
よ
り
先
生
の

数
が
多
い
ん
だ
よ
」
と
誇
ら
し
げ
に
語
っ
た

お
じ
さ
ん
の
顔
を
思
い
出
し
た
。（
平
） 

◎
本
紙
は
毎
月
八
頁
で
発
行
し
て
い
ま
す

が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
今
号
は
六
頁
に
な
り

ま
し
た
。
当
分
の
間
、
ペ
ー
ジ
数
を
減
ら
し

て
発
行
を
継
続
し
ま
す
。
本
紙
第
一
五
九
号

か
ら
開
始
し
た
金
沢
医
療
生
協
・
絵
手
紙
班

の
「
絵
手
紙
コ
ー
ナ
ー
」
一
〇
〇
回
記
念
と

し
て
絵
手
紙
班
の
作
品
を
一
挙
掲
載
し
、

「
い
し
か
わ
の
戦
争
遺
跡
」
「
非
核
・
平
和

の
掲
示
板
」
は
割
愛
し
ま
し
た
。（
か
） 
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絵
手
紙
コ
ー
ナ
ー 

  

金
沢
医
療
生
活
協
同
組
合
・絵
手
紙
班
の
皆
さ
ん 

 

本
紙
第
一
五
九
号
か
ら
開
始
し
た
「
絵
手
紙
コ
ー
ナ
ー
」

が
こ
の
た
び
一
〇
〇
回
を
迎
え
、
金
沢
医
療
生
協
・絵
手

紙
班
の
全
員
か
ら
寄
稿
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

 


